
介護テクノロジー活用により、
利用者の安全とケアの質を

向上させる
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「令和6年度介護生産性向上推進事業(介護ロボット部門)」における介護ロボット導入等による生産性向上のための伴走支援
生産性向上のための業務改善実践報告会

社会福祉法人愛信会
特別養護老人ホーム・ショートステイ森の園
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1．社会福祉法人 愛信会 森の園の概要
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・特別養護老人ホーム 50名

・ショートステイ 20名

・グループホーム 18名

・ケアハウス 20名

・デイサービス

・訪問介護

・居宅介護支援事業所

【基本理念】

地域の人々に愛され

信頼される施設として

高い理想を掲げ

全ての人の老いを私の老いとし

愛と信をもって奉仕いたします



1．社会福祉法人 愛信会 森の園の概要
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２．活動の背景と目的

転倒予防や利用者様の自立支援、質の高いケア、職員

の負担軽減、業務の効率化を目標とし、介護ロボット

の活用推進のアドバイスをいただきたく、「令和6年

度介護生産性向上推進事業(介護ロボット部門)におけ

る介護ロボット導入等による生産性向上のための伴走

支援」に応募しました。
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３．活動の概要

1.利用者様の安全とケアの質の向上

2.業務の効率化と利用者様のケアの質の向上

3.利用者様の移動を支援し、職員の負担の軽減

4.記録の効率化と紙の削減

5.申し送りとケアプランの効率化
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1.業務の効率化と利用者様のケアの質の向上

インカムを導入することで、職員間の円滑な情報共有が出来るようになり、業務の効率化や

利用者様のケアの質の向上が行えないかと考えた。

2.利用者様の安全とケアの質の向上

センサーマット(ベッド横の床に設置する物)よりも一足早く異常を感知するために昨年の2

月にヒトメクカメラを10台導入した。利用者様のお部屋の様子が実際に見えるようになり、

リスク管理がしやすくなった反面、機器の設定により、通知頻度が多く、通知頻度が高く、

空振りも多数ある状況を改善し、より効果的な活用を模索していこうと考えた。
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３．活動の概要



3.利用者様の移動支援と、職員の負担の軽減

移乗リフトや移乗ボードを十分に活用することで、利用者様、介護職員、両者の負担を軽減

できるようにしようと考えた。また、入浴時の移乗機器活用も検討していきたいと考えた。

4.記録の効率化と紙の削減

「ほのぼの」(介護記録ソフト)を導入して2年ほど経過しているが、全職員が最低限の機能

を使えるようになっている。更なる効率化を目指して便利機能なども使用していきたい

と考えた。

5.申し送りとケアプランの効率化

申し送りやケアプランは紙での運用が中心であり、効率化、情報の一元化を目指して、

ペーパーレスを推進したいと考えた。
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３．活動の概要



４.活動内容

目的メンバー委員会名

介護ロボットやICTを活用した
生産性の向上

施設長
事務長
介護主幹
介護主任
介護士
看護師
相談員

介護ロボット・ICT委員会

特養内の運営
業務全般の取り組み・見直し等

介護主幹
介護主任
介護副主任
看護主任
相談員

特養リーダー会
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4. 活動内容 （PDCAサイクル）

テーマ

1. 業務効率化

2. 転倒事故減少

3. ショートステイ利用者の排泄のＡＤＬ確認と自立支援
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４. テーマ１ 業務効率化 計画(Plan)について

〇現場ではスマホでの連絡にひと手間かかる。全員が所持していない。

〇職員がどこにいるのか分からず、探す時がある。

これらを解決することにより、職員同士の円滑な情報共有(報告や連絡、相談など) が

できるようになり、業務の効率化、生産性の向上に繋がるのではないか。

〇職員全員のインカム所持を計画。

出典：キング通信工業株式会社

https://www.king-tsushin.co.jp/headsets/
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課題と背景

具体的な施策



４．テーマ１ 業務効率化 実施(Do)について

〇インカムの知識がまったくなかった。

〇伴走支援をしていただいた善光総合研究所のご指導により、インカムのメリット、

活用方法を学ぶ。

メリット・・・ ●会議での活用 ●スマホよりも手軽で迅速な情報共有。

●夜勤同士の情報共有。※特に新人さんには、心強い。

〇インカムを活用している他施設の訪問を実施。

〇実際に、導入まで至っていないが、当施設の課題に合った職員同士の円滑な情報

共有を目標に、引き続き導入に向けて取り組む。 13

苦労した点

解決策

成果



４．テーマ１ 業務効率化 ふりかえり(Check)について

〇伴走支援をしていただいた
善光総合研究所様からの提案

〇生産性向上

インカムの機器やアプリには多くの種類があり、充実すれば値段も高価。

結局、どれをどう導入してよいのかが分からない。

自分たちで導入するよりは、介護インカムの専門業者と話し合いが必要だと判断。

うまくいった点

実際に、導入施設を訪問し、実際のインカムの活用方法や機器、アプリに多

くの種類や機能があることを学べた。

うまくいかなかった点
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４．テーマ１ 業務効率化 見直し(Action)について

〇業者との話し合いの場を設け、課題に合ったインカムを再度検討します。

〇インカム導入は、まずは１ユニットで実践する。

〇最終的には、特養、ショートステイ全体で導入し、タイムリーな職員間のやり取り、

情報共有が出来るようにする。

〇さらには、業務の見直しや、生産性の向上へと繋がるよう継続的に取り組む。
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今後に向けて



４．テーマ２転倒事故減少 計画(Plan)について

センサーマットや職員の見守り、巡回による転倒予防の方法しかなく、センサーマットで

は訪室に間に合わなかったり、物音や声が聞こえたら、その度に訪室を行っているが、職

員の負担や不安が強い。

これらを解決する事により、転倒事故の予防・減少に繋がり利用者様の健康維持や職員の

負担軽減ができるのではないか。

ヒトメクカメラのより効果的な活用を計画。
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課題と背景

具体的な施策



ヒトメクカメラの紹介

ヒトメクカメラとは・・・

居室の見守りカメラのシステムで、ベ

ッドからの起床や離床でスマホが鳴り、

職員に知らせてくれます。

通知を受け取ると、ライブ映像の確認

がスマホで出来ます。
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４．テーマ２転倒事故予防(減少) 実施(Do)について

①通知が頻回で以前より訪室や声掛けが増加した。

→睡眠の妨げや、職員の負担が増えていないか。

②通知が鳴った時のルールの作成。

→ルールが不統一だと、自立支援の妨げ、職員が判断に迷うなど、良い介護に繋がらない。

①業者と映像の確認を行い、少しでも鳴らなくてよいものは、鳴らないようにカメラ設定や

居室の環境を変更した。

例）・移乗の反対側で鳴らない様にする。
・ベッド端の検知ラインの微調整。
・職員は、利用者様の臥床位置を正しい位置にし、出来る限り布団がベッドからはみ出さないよ
うにする。

②通知が鳴った時のルールを統一した。 18

苦労した点

解決策
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４．テーマ２転倒事故予防(減少) 実施(Do)について

転倒事故減少

に成功！！

導入前
１９件

１年間を比較
導入後
４件

成果



４．テーマ２ 転倒事故減少 ふりかえり(Check)について

〇基本的には以前より一歩早い対応が出来るようになった。
〇実際に、転倒事故が減少し、職員の達成感にも繋がった。
〇業者の方も、相談しやすく、解決策など丁寧に対応してくれた。

〇スマホを確認する頻度が増加した。

「原因」
今まで使用していたセンサーマットと同じだろうという考えが間違っていた。しかし、スマホを確認

する頻度が増加しても、通知が鳴った時のルールを統一することで、無駄な訪室は減り、結果的には

職員の負担も軽減した。

〇カメラの通知システムでも対応が難しい方がいらっしゃる。

（転倒リスクがあり、立ち上がりから付き添いが必要な方で、端座位で過ごされる利用者様は、システム上難しい。）
「原因」

ベッドの端から身体の一部などがはみ出たり(起床通知)、ベッドから離れる(離床通知)と通知するシステム
しかない。カメラでの対応が難しい方は、今まで通りこまめに訪室している。

うまくいった点

うまくいかなかった点

20



４．テーマ２ 転倒事故減少 見直し(Action)について

〇利用者様のADLは変化していく為、状態に合わせて通知が鳴った時のルールや、通知の設定も見

直す必要がある。そのため、ユニット職員で適宜の見直し ＋ ICT・介護ロボット 委員会開催

時にも、見直すことにした。(委員会は２ヵ月毎)

〇伴走支援をしていただいた善光総合研究所からは、ヒトメクカメラには、検知した時の映像が

記録されていたり(前後２分間)、行動や睡眠状況の分析、検知の数や時間などもデータとして蓄

積されているので、転倒予防以外にも、睡眠の妨げになっていないかや、自立支援に繋がってい

るかなども含めて今後の検討課題として取り組んでみては。とご指導頂いております。

適宜ケアのルールを見直し
介護ロボット・ICT委員会

(２ヵ月毎)

ヒトメクカメラに蓄積されたデータを活用し、
利用者様へより質の高いケアの考察 21

今後に向けて



４．テーマ3 ショートステイ利用者A様の排泄のＡＤＬ確認と自立支援 計画(Plan)について

自宅へ帰りた
い。

何でも自分
でできる。

人の世話に
なるのは気
の毒な。

A様は自宅で転倒後、足に痛みがあり在
宅生活が難しく、ショートステイ利用
開始となる。入居当初は、転倒のリス
クが高く、利用中トイレにて転倒され
た。その後は、足の痛みが消失した為
か、徐々に動作が安定してきた。

在宅生活の復帰を目指す為

1人で安全に
ポータブルトイレで

排泄ができる。
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課題と背景

取り組み内容



４．テーマ3 ショートステイ利用者の排泄のＡＤＬ確認と自立支援 実施(Do)について ①

トイレ動
作でのリ
スクがあ
る

自力では転
倒してしま
うのでは、
という職員
の不安があ
る

過剰
介護？

職員が見
ていない
時の行動
把握が難
しい

施設とし
ての安全
管理

ヒトメク
カメラ
の

映像確認

・起居動作とズボンの上げ下げの動作確認。

・必要品(おしりふきや小パット)の場所と拭き取りの動作確認。
・手洗い時の動線確認 （手すり使用や、危機管理能力の有無）

・トイレ以外での行動把握

確認内容
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苦労した点

解決策



４．テーマ3 ショートステイ利用者の排泄のＡＤＬ確認と自立支援 実施(Do)について ②

〇A様と相談しながらで居室環境のセッティングを行った。
・車椅子のアームを洗面台までの動線の手すり代わりとして設置

→ きちんと使用されていた。

・トイレットペーパーやパットなど、近くにセッティング。

→ 必要物品の場所や使用方法なども含めて、把握できていた。

１人でポータブ
ルトイレにいけ
るだろうと多職
種で判断

1人で
ポータブルトイ
レでの排泄開始
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在宅復帰

成果

工夫点



４．テーマ3 ショートステイ利用者の排泄のＡＤＬ確認と自立支援 ふりかえり(Check)について

〇転倒リスクがある方で、排泄一部介助から自立へ変更という難しい事例だった。

しかし、一つの判断材料としてカメラの映像を多職種で見る事で、施設としての方針を職員に示す

ことができた。

〇A様に意欲があり、足の痛みが良くなったことと、職員としても、タイミングよく居室の環境や

ケアを自立支援に向けることができた。

〇ある程度自立で出来るようになってきてから、職員のケア方法にバラつきが出てしまった。

「原因」

比較的回復が早く、タイムリーに話し合いが出来ていなかった。ケアの統一ができていれば、A様

と職員の安心感に繋がり、介助方法に迷いもなかったかもしれない。

うまくいった点

うまくいかなかった点
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4. テーマ3 ショートステイ利用者の排泄のＡＤＬ確認と自立支援 見直し(Action)について

〇現状、判断が難しいケアでは、タイムリーな情報共有やケアの改善、

統一が柔軟に出来ていない。カメラでの映像確認も含めて、介護職員

としてケアを統一することで、よりよい質の高いケアを目指す。

伴走支援をしていただいた善光総合研究所からは、事例からの施設内研修や情報共

有を行い、ユニットだけで留まることなく、施設としてヒトメクカメラを活用した

プロセスを実施する事で、施設設全体、職員全体の質の向上を目指し、利用者様の

よりよい生活の援助ができるようにとご指導頂きましたので、実現できるように努

力していきたいと思います。
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今後に向けて



５．まとめ

最初は、伴走支援のコンサルタントが入るというので、緊張もしましたが、当施設に

も来園して下さり、実際の現場や職員の勤務体系なども勘案頂き、アドバイスをいた

だくことで、自分たちの活動に、職員も自分ごととして課題に取り組めるようになり

ました。

また、伴走支援をしていただいた善光総合研究所とは、コミュニケーション手段とし

てGoogleチャットを活用することで、アドバイスの頻度も増やしていただき、気軽に

質疑も行えるようになりました。今まで職員間でこのようなICTツールは使用したこと

がなかったので、今後の活動に活かせると思いました。
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６．最後に

謝辞

今回「令和6年度介護生産性向上推進事業(介護ロボット部門)における介護ロボット導入等

による生産性向上のための伴走支援」先に選出していただき、伴走支援を受けることができ

たことに感謝しています。ありがとうございました。

特に、インカムや介護ロボットの活用方法については、新しい視点があり参考、挑戦のきっ

かけとなりました。

今後について

「インカム」の導入検討を勧めるとともに、ヒトメクカメラをさらに活用することで、アド

バイスにもありました質の高いケアや業務改善に取り組んでいきたいと思っております。
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